
平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年度度度度第第第第２２２２回回回回議会報告会議会報告会議会報告会議会報告会（（（（市民市民市民市民とととと議会議会議会議会のつどいのつどいのつどいのつどい））））実施報告書実施報告書実施報告書実施報告書    

開 催 日 時 平成２５年１１月１７日（日） １９時００分 ～ ２１時００分 

開 催 場 所 市役所（住民活動スペース） 

担 当 議 員 

班代表者 酒井 弘一 

司 会 者 河口 靖子  

報 告 者 曽我千代子 

記 録 者 島野  均 

班    員 
（上記以外） 

西岡  努・七条 孝之 

 一般参加者数              ６ 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：自由討議の中で全会一致とあるが、会派、全員で一致なのか。 

Ａ：全会一致とは、全員一致のことだ。 

 

Ｑ：市民から見て、、、、政策提言で全会一致となっているが、何一つ決まら

ないのは残念だ。妥協が必要であると思うが。 

Ａ：政策提言をする考えで、自由討議をした。今後とも努力して前進し

たい。 

 

Ｑ：クリーンセンターで余熱を利用して温水プールはできないのか。今

後そのような計画、住民のニーズを初めから考えては。 

Ａ：予算の関係で進んでいない。 

 

Ｑ：議会報告会の議員の担当はどうなっているのか。 

Ａ：各常任委員会から一人を決め、その他は偏りなく配置し、担当場所

は、抽選で決めている。  

 

Ｑ：決算で、収入は市税が８６億円しかないのに、支出は２６２億円に

もなる。もっと支出を削減して欲しい。 

Ａ：木津川市財政もいわゆる「３割自治」の実態。その他は市債、交付

税や国と府の支出金である。将来交付税が減るので、決算審査で厳し

くチェツクしている。 

      
Ｑ：全議員研修（１５ページ）での、「役員選挙の実施」とあるが、だ

れを指すのか。  

Ａ：役員とは、正副議長である。 

 

Ｑ：決算の自由討議に、行政側はだれが出席しているのか、そしてその

議論は行政に伝わっているのか。 

Ａ：行政側は、副市長、総務部長、出納部長だ。伝わっている。 



 

  上記のとおり、報告します。 

 

平成２５年１１月２９日 

 

木津川市議会議長 西 岡   努 様 

 

           平成２５年度第２回議会報告会  

 

第５班 代表者 酒 井 弘 一 ㊞ 

Ｑ：議会報告会を事業仕分けしては。 

Ａ：私たちも苦慮している。ぜひ議会だよりの「私の意見」に投稿して

欲しい。 

 

質問・要望 

 等で行政側

へ報告すべ 

き内容 

① 自治会要望に対しての達成率が２７パーセントであるが、要望はな 

かなか聞いてもらえない。“やります”と言った要望ができていない

ので繰り返し要望することになる。やると言った以上はぜひ実行して

欲しい。 

② ハザードマップがまだできていない、市はもっと危機意識を持って 

欲しい。 

③ 女性職員の服が派手、ハイヒールを履いている。制服はないのか。 

公務員らしく行動して欲しい。 

④ 教育振興基本計画策定委員公募に論文を提出したが、委員の決定に

ついて当日くじで決めたのは、これでいいのか。 

⑤ 教育振興基本計画に基づき中学校区の学校支援地域本部が設置され 

たが、どんな役割を果たすのかが重要である。 

そ の 他 

特 記 事 項 

議会に対する要望 

① 報告会参加者が少ないので、動員しては。 

② 報告会参加者がいつも少ないので、議会基本条例の意味がない。

一箇所で開催しては。若い人が来てもらえるようにしては。 

③ 報告会に地域長、自治会長もぜひ参加して欲しい。 

④ 自由討議は、議員が自己研鑽、研修されているので頑張って欲し

い。 

⑤ 決算の自由討議の２番目、「組織機構再編が遅い」とはこの言葉だ

けでは意味が分からない。「公債費比率１２．３％」はピントとこな

い。 

⑥ これからも政策提言が出てくるので、全会一致を考え直して欲し

い。 

 


